



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　平成 17 ～ 32 年：「東京都区市町村別人口の予測」東京都総務局，平成 14 年３月
　　　平成 44 年：平成 27 ～ 32 年の変化を基に直線トレンドで推定した。
〔図２〕　野川流域の人口の推移（東京都　2006：４）
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の魅力を有しているように感じられる。
４　野川の流域が，長く手つかずの自然の姿を保っていたわけではない。水源に恵まれたこの地は，石器時
代からの人の居住の跡が見つかっており，近世においては農村が広がり，人々は治水のために河川の管
理を行っていた。1927年（昭和２年）に北多摩郡砧村（現在の世田谷区成城）に移り住んだ柳田國男は，
家の近くを流れる六郷用水の水源を求めて，何度かにわたり野川の遡行を試みている。その詳細を記し
た文章が「野中の清水」（1940年）である。そこには，次のような風景描写が見られる。「六郷用水に落
ちて来る少し上手でも，両岸にはまだ萱
かや
原
はら
，笹原が残り，川
かわ
楊
やなぎ
の根株を洗っているような処もあって，
いかにも野川の名がふさわしく感じられる。それを新しい地主さんたちが，いろいろと楽しみに改良し
て行こうとしているのである。今の大東京の市域を出離れると，すぐに覚
かく
東
とう
・小
こ
足
あ
立
だち
という二つの部落
になる。双方の民居は交錯していて，別にこの川をもって境しているような様子もないが，あるいは以
前の出水によって，水路をかえているのかも知れぬ。それほどにも自由自在に屈曲して流れている。梅，
桃，すももや栗の木の多い，いたって静かな黒土の村である」（柳田　1940→1989：40）
５　神西は，この『武蔵野夫人』の主人公が「道子と勉の二つに割れており」，作品の中に「不気味な分裂」
が生じていることを指摘した上で，にもかかわらず，この小説が「一枚岩のような重みある統一を保っ
ている」と述べ，その理由は作中において「自然」が「もう一人の主人公として生動している」ことに
あると指摘する。「いわゆる『はけ』を中心とする壮大な武蔵野の自然が，ほとんど地質学的な尊厳さと
ほとんど歔
き ょ き
欷に似た哀感とをもって，文学の中に登場したのは，この作がおそらくはじめでしょう。人
間の情熱も抑制も野心も反抗も，すべてこの自然に対置され，その無言の存在の前に自己の正体をあら
わにしているのです。この小説の主人公はひょっとすると『自然』そのものかも知れない―わたしは
時々そんな気さえします」（神西清　1953：281）。
６　東京の西郊は，日本の軍事的航空産業の開発拠点であった。大正年間には，所沢，次いで立川に飛行場
が開設される。その流れの中で，野川周辺にも，飛行場や航空機生産の拠点が建設されて行く。昭和16
年（1941年）には，「内務省・逓
てい
信
しん
省
しょう
・陸軍省が民間機と迎
げい
撃
げき
用戦闘機の発進基地にするため」に「調
布飛行場」の建設が着手される。「民家二〇戸あまりに立ち退きを求め敷地五〇万坪を確保」，「滑走路は
南北方向に一〇〇〇メートル，東西方向に七〇〇メートルと，二つ」確保され，「完成間際までは民間機
の飛行場としても期待されたが，完成直後に陸軍部隊が配属されると，陸軍の部隊常駐飛行場になった」
（鈴木　2012：64）。現在，調布飛行場は，民間の小型機の発着する飛行場として活用されているが，隣
接する「武蔵野の森公園」には，戦闘機・飛燕を格納していた掩体壕の跡が残され，展示物として保存
されている。
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　 　また，調布飛行場から北へ歩いて，野川を渡り，崖線の旧坂を登ると，国際基督教大学のキャンパス
と富士重工業の事業所が見える。ここは，旧・中島飛行機の三鷹研究所の跡地である。中島飛行機は，
海軍機関大尉を退役した中島知久平が，1918年（大正7年）に群馬県尾島町に創業した会社であったが，
1924年（大正13年）東京府豊多摩郡井荻町上井草に航空機エンジンを製造するための「東京製作所」を
設け，東京に進出した。多摩には，1938年（昭和13年），「北多摩郡武蔵野町（現　武蔵野市）に武蔵野
製作所を設立，主に陸軍機用エンジンを製造した」。次いで1941年には，「同じく武蔵野町に海軍機用エ
ンジンを製造するため多摩製作所を設置，さらに，同郡三鷹町（現　三鷹市）には航空機技術の総合的
開発を企図し三鷹研究所を設けた」（鈴木　2012：77）。中島飛行機は，敗戦までの日本の航空機産業に
おいて最も大きな役割を果たす企業であった。「三鷹研究所」は，「陸海軍の軍用機研究開発の集中化，
さらに政治・経済をも含む総合的な研究機関」，いわば「シンクタンク」を企図したものであったと言わ
れる（牛田・高柳　2006：113）。富士重工業は，中島飛行機出身の有志が，国内航空機生産の再開を期
して設立した企業である。
７　大原祐治は，「地図と痕跡」と題された『武蔵野夫人』論において，勉の視線に現れる風景を詳細にた
どりながら，この小説は，「武蔵野」の自然に幻想としての〈ふるさと〉を見ていた人々が，「敗戦後の
日本の現実」に遭遇する物語，「勉が，自ら幻視しようとした武蔵野の影を踏み破り，戦後の現実そのも
のへと〈復員〉していく物語」（大原　2015：166）であると読んでいる。『武蔵野夫人』を『俘虜記』と
の連続線上に位置づける見事な論考である。私たちとしては，幻視された風景を破って露出する「自然」
が，「荒涼」の感覚とともにあることに着目しておきたい。
８　古田（2005）によれば，物語の展開をもたらす四つの場所の内，恋ヶ窪と村山貯水池は野川を含む多
摩川水系に位置しており，これに対して，河口湖畔（相模川水系）と目黒川沿いアパート（目黒川水系）
はその外部にある。この内と外の関係は，日常生活の場所である「はけ」と，肉体的不倫関係を可能に
するその外部との関係に対応している。勉と道子が狭山丘陵において一夜を過ごしながら肉体的な関係
にまで及ばなかったことも，この地理的な位置に関連づけて読むことができるのである。
９　『武蔵野夫人』において勉と道子が一夜を過ごす場面となった「狭山丘陵」が，『野川』において音和の
〔14〕武蔵野の森公園　掩体壕
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意識の転換をうながす重要なトポスのひとつ「S山」と同一の地形学的来歴を有していることに目を留
めておいて良いだろう。
10　ここにも，偶然の符合とは思えないものがある。『犬婿入り』の舞台において「南区」の「水」が湧き
出していた場所と『野川』の水源は，同じ高さにある。つまり，武蔵野台地＝扇状地において，地下水
が露出する条件を共有しているということになる。私たちはそこに，武蔵野台地に走る幾筋かの亀裂を
見ることができる。そして，作家たちはそこに，物語の立ち上がる場所を感じ取っている。そんな言い
方をすることが許されるのではないだろうか。
11　宮本常一もまた，府中近隣の散策のなかで「浅間山」を発見している。彼は次のように記している。
「私は府中へ住みつくと，時間のあるときは周囲をあるきまわることにした。いたるところにケヤキの並
木があり，その古いものは二〇〇年もたっているような木が多かった。ある日そんな道をあるいている
と，目のまえに小高い丘があらわれた。その丘の上にのぼって見た。丘は雑木におおわれていて，一番
高いところには小さい石の祠があり，そこに立つと東から北の方へかけては人家が全然見えない。ただ，
北のすぐ眼下のところは多
た
磨
ま
墓地で墓石の白いのが目に入る。家はあっても林の中にかくれてしまって
いるのであろう。あとで地図を見ると，この山が浅
せん
間
げん
山
やま
であった」（宮本　2008：7-8）。1960年代前半の
「S山」の風景である。
【テクスト】
大岡昇平　1950　『武蔵野夫人』（→新潮文庫版，1953年）
長野まゆみ　2010　『野川』，河出書房新社（→河出文庫版，2014年）
【参考文献】
古田悦造　2005　「『武蔵野夫人』の地理学的一考察：水系を中心に」，『東京学芸大学紀要　第3部門　社会
科学』56，東京学芸大学紀要出版委員会
後藤総一郎（監修）立川柳田国男を読む会（編）2003『柳田国男の武蔵野』，三交社
今尾恵介（監修）2013　『東京凸凹地形案内２』（別冊太陽），平凡社
貝塚爽平　1979　『東京の自然史』（→講談社学術文庫版，2011年）
上条多恵　2003　「武蔵野の水　『野中の清水』を辿る」，後藤総一郎（監修）立川柳田国男を読む会（編）
『柳田国男の武蔵野』，三交社
神西　清　1953　「解説」，『武蔵野夫人』（新潮文庫版），1953年，新潮社
榧根　勇　1992　『地下水の世界』（→『地下水と地形の科学　水文学入門』，講談社学術文庫，2013年）　
前田　愛　1986　『幻景の街　文学の都市を歩く』，小学館（→岩波現代文庫版，2006年）
宮本常一　2008　『私の日本地図⑩　武蔵野・青梅』，未来社
大原祐治　2015　「地図と痕跡―大岡昇平『武蔵野夫人』論」，『千葉大学人文研究』44巻，千葉大学文学
部
大野勲・内田順文　2014　「大岡昇平『武蔵野夫人』の舞台に関する地理学的考察―「はけ」の家の位置
をめぐって―」，『国士舘大学地理学報告』No.22，国士舘大学
70
佐々木和子　1993　『多摩の文学散歩』，けやき出版
篠原雅武　2015　『生きられたニュータウン　未来空間の哲学』，青土社
鈴木芳行　2012　『首都防空網と〈空都〉多摩』，吉川弘文館
高井有一　2015　『時のながめ』，新潮社
牛田守彦・高柳昌久　2006　『戦争の記憶を武蔵野にたずねて　武蔵野地域の戦争遺跡ガイド（増補版）』，
ぶんしん出版
東京都　　2006　『多摩川水系　野川流域河川整備計画』
柳田國男　1940　「野中の清水」，『知性』（→『柳田國男全集３』，ちくま文庫，1989年）
若林高子（編著），鍔山英次（写真）　2001　『生きている野川　それから』，創林社
